
めぐみさんから
奪われたものは何か

「北朝鮮当局による拉致問題」〈実践事例〉中学校



授業の概要

について



１ 授業の目的

① 基本的人権や個人の尊重の原理に

関心を持ち、進んで追究しようと

する意欲を持つこと。

② 拉致問題をとおし、個人の尊厳

と人権尊重の意義について、理解

を深めること。



２ 授業の特色

① 「めぐみさんから奪われたものは何か」という視点を示した、

北朝鮮による日本人拉致問題啓発アニメ「めぐみ」の視聴。

③ 「横田夫妻の印象に残った一言は何か」という視点を示した、

「横田滋 早紀江さんからのメッセージ」の視聴。

② 自分に引き寄せて考えるために、めぐみさんから奪われたも

の（権利）と、自分達がこれからやりたいことを対比する。

出典：拉致問題ホームページ
（http://www.rachi.go.jp/）

出典：DVD「横田滋 早紀江さんからのメッセージ」



３ 事前アンケート「これからの人生でやりたいこと」



一致することに気が付かせる。

めぐみさんに起こった出来事を

      自分に引き寄せて考えさせる。

４ 事前アンケートのねらい

「横田めぐみさんから

奪われたもの（権利）」

「自分達がこれから

やりたいこと」



授業の実際

について



横田めぐみさんの

ポスターを見て、

北朝鮮による拉致問

題への関心を高めた。

出典：拉致問題ホームページ
（http://www.rachi.go.jp/）

① 導入 ② 展開 ③ まとめ



約40年前に、（当時）同じ中学生だった横田めぐみさんが、

北朝鮮によって拉致された事件があったことを簡潔に伝えた。

アニメ「めぐみ」の視聴に繋げる。

① 導入 ② 展開 ③ まとめ



① 導入 ② 展開 ③ まとめ

視聴後に考える

課題「横田めぐみさんから奪われたものは何か」
をあらかじめ提示した。

ポイントを絞った視聴になるよう、工夫した。

アニメ「めぐみ」の視聴

出典：拉致問題ホームページ
（http://www.rachi.go.jp/）



① 導入 ② 展開 ③ まとめ

視聴後は、

課題「横田めぐみさんから奪われたものは何か」
に対する自分自身の考えをまとめた。

※DVDは全て視聴せず、めぐみさんが拉致された場面までとした。

自身の考えをまとめる

出典：拉致問題ホームページ
（http://www.rachi.go.jp/）



「家族で一緒に暮らすこと」

「友達と楽しく遊ぶこと」

「学校で勉強すること」

「部活動で汗を流すこと」

等が挙がった。

① 導入 ② 展開 ③ まとめ

小グループでの話合い

「各自が考えたものを小グループで発表・共有」



めぐみさんから
奪われたものは

何か

クラス全体での共有
グループで共有した意見をホワイトボードにまとめ、黒板に貼った。

７班分（計８枚）のホワイトボードを、クラス全体で共有した。

① 導入 ② 展開 ③ まとめ



事前
アンケート

めぐみさんから
奪われたもの

「（自分達が）これからの人生でやりたいこと」と

「めぐみさんから奪われたもの」を比較した。

二つが一致することに気が付く。

めぐみさんに起こった出来事を、自分に引き寄せて考えた。

拉致問題が、他人事ではないことを感じ取った瞬間

① 導入 ② 展開 ③ まとめ

クラス全体で深める



「めぐみさんから奪われたもの」は、全ての人が自由に人間らしく

生きていくために保障される基本的人権であることに触れた。

これまで学習した平等権、自由権、社会権などと関連している。

権利

① 導入 ② 展開 ③ まとめ

クラス全体で深める



視聴する前に、映像の中から

印象に残った一言を選ぶ よう、

あらかじめ伝えた。

「横田滋・早紀江さんからのメッセージ」視聴

① 導入 ② 展開 ③ まとめ

出典：DVD「横田滋 早紀江さんからのメッセージ」



「横田滋・早紀江さんからのメッセージ」視聴

みんなが一緒に暮らすことは、

とても大切なこと

一刻も早く、帰ってきてほしい

北朝鮮にいても、

生きていてくれてよかった

みんなで一緒に暮らせること

が幸せなこと

誕生日にはプレゼントを

渡していた

早く解決してほしい

横田夫妻の言葉に注目させる。

横田夫妻の想いを受け取り、共感していた。

横田夫妻の言葉

① 導入 ② 展開 ③ まとめ



「拉致問題に対して、自分はどう向き合っていくのか」
について、自分の考えをまとめ、発表した。

① 導入 ② 展開 ③ まとめ

自分の考えをまとめる



自分に関係のない話ではないと感じました。

家族の方がどれだけ苦しい思いをしているかと

考えると胸が痛いです。拉致問題は絶対に解決し

ないといけない問題だと感じました。他人の権利

を侵害していいわけではないし、自分の立場に置

き換えればわかると思います。

一人一人の言葉に力はないと思うけれど、言葉

が集まれば、政府が動いて、解決へ一歩ずつ前進

していけると思います。

「拉致問題に対して、自分はどう向き合っていくのか」

生徒の言葉より

埼玉県マスコット
「コバトン」

① 導入 ② 展開 ③ まとめ

自分の考えをまとめる



新聞記事や写真などから、

拉致問題の最近の動向を学んだ。

① 導入 ② 展開 ③ まとめ

最近の動向を学ぶ



① 拉致問題は過去の問題ではなく、現在進行中であること

③ 拉致問題は国家間の問題であり、北朝鮮の国民や

在日韓国・朝鮮人の人々には責任はないこと

② 未だ安否の分からない拉致被害者がいること

④ 拉致問題への関心が最も低いのは10～20代であること

⑤ 今後も考え続けていかなければならない問題であること

★ 資料から伝えたポイント



授業で扱った資料
（PowerPoint資料）
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江 出典：拉致問題ホームページ

（http://www.rachi.go.jp/）



出典：拉致問題ホームページ（http://www.rachi.go.jp/）



北朝鮮に住む一般市民の人たちを、
憎んだり恨んだりしているわけではない。

出典：DVD「横田滋 早紀江さんからのメッセージ」



家族会を結成（1997年）

出典：拉致問題ホームページ
（http://www.rachi.go.jp/）



バイデン大統領と

拉致被害者御家族

の面会

出典：拉致問題ホームページ
（http://www.rachi.go.jp/）

※当時

岸田総理と拉致被害者御家族の面会
※当時



北朝鮮に対する関心事項に、
「拉致問題」を挙げた人は・・・

６０～６９歳は、８５．３％

３０～３９歳は、６７．５％

１８～２９歳は、６４．９％
出典：内閣府ホームページ
（https://survey.gov-online.go.jp/）

『外交に関する世論調査』（内閣府）



第２回 日朝首脳会談 （2004年5月）

出典：拉致問題ホームページ（http://www.rachi.go.jp/）

第１回 日朝首脳会談 （2002年9月）



出典：拉致問題ホームページ（http://www.rachi.go.jp/）

「取り戻す」ためのシンボル－ブルーリボン
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